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冫

こ
の
既
報
は
さ
き
に
公
刊
し
た
「
藤
原
宮
木
簡
口
」
（
昭
和
5
2

年
り一
月
）
以
後
、
藤
原
宮
及
び
藤
原
京
の
調
査
で
出
土
し
た
木
簡

に
つ
い
て
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
収
録
し
た
。
出
土
総
数
は
１０６０

点
て
あ
る
。

一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

第
2
0次
調
査
「
Ｘ
ｙ

」
『
　

昭
5
2
・
１９一
』

第
2
0次
調
査
は
藤
原
宮
大
極
殿
の
北
で
行
い
、
大
極
殿
を
囲
む

北
回
廊
の
一
部
と
宮
造
営
以
前
の
道
路
㎝
勺
芯
回
と
Ｓ
　Ｆ
１７３
１
の

交
叉
点
、
道
路
Ｓ
　Ｆ
　１９２
０
の
東
側
で
そ
れ
に
並
行
し
て
南
か
ら
北

に
流
れ
る
溝
帥
り
芯
２
ｙ

等
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
宮
造
営
以
前

の
溝
Ｓ
　Ｄ
１９
０
１Ａ
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
、
一
部
の
木
簡
に

つ
い
て
は
先
に
公
刊
し
た「
藤
原
宮
出
土
木
簡
口
」
に
収
録
し
て
い

る
。
今
回
は
、
同
溝
か
ら
そ
れ
以
後
に
出
土
し
た
5
2点
に
つ
い
て

主
要
な
も
の
を
収
め
た
。
Ｓ
　Ｄ
１９
０
１Ａ
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、

先
に
出
土
し
た
7
2点
と
合
わ
せ
て
総
数

に
｀
点
で
あ
る
。
紀
年
銘

を
も
つ
木
簡
と
し
て
は
壬
午
（
六
八
二
）
、
癸
未
（
六
八
三
）
、

甲
申
（
六
八
四
）
が
あ
り
、
天
武
朝
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
同
流
出
土
の
木
簡
で
年
代
の
わ
か
る
も
の
の
下
限
は
、「
藤

丶

、４

原
宮
出
土
木
簡
口
」
で
報
告
し
た
天
武
十
四
年
の
位
階
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。

第
2
3次
調
査
(
６
　Ａ
　Ｊ　Ｈ
　
昭
5
3・
８
～
９
）

第
2
3次
調
査
は
、
橿
原
市
営
日
高
山
住
宅
の
増
設
工
事
に
伴
う

事
前
調
査
と
し
て
、
藤
原
京
右
京
七
条
一
坊
の
推
定
地
で
朱
雀
大

路
に
接
す
る
場
所
で
行
っ
た
。
発
掘
の
結
果
、
朱
雀
大
路
西
側
溝

の
西
肩
、
掘
立
柱
建
物
１
、
井
戸
Ｉ
、
土
昿
群
等
を
役
出
し
た
。

木
簡
は
井
戸
い
図
回
合
か
ら
削
り
屑
１
点
が
出
土
し
た
。
こ
の
井

戸
か
ら
は
他
に
土
器
、
斗
雛
型
・
横
櫛
・
曲
物
な
ど
の
木
製
品
、

発
掘
区
に
隣
接
す
る
日
高
山
瓦
窯
の
窯
体
等
が
出
土
し
て
い
る
。

第
2
4次
調
査
(
６　Ａ
　Ｊ
　Ｂ
　
昭
5
3・
９
～
昭
5
4・
２
）

第
2
4次
調
査
は
、
藤
原
宮
の
東
面
北
門
推
定
地
の
南
で
行
い
、

約
回
呂
ミ
を
発
掘
し
、
宮
束
面
大
垣
、
そ
れ
に
伴
う
内
濠
と
外
濠
、

掘
立
柱
建
物
２
、
掘
立
柱
塀
１
、
溝
２
、
井
戸
１
、
土
拡
１
な
ど

を
検
出
し
た
。
木
簡
は
外
濠
、
内
濠
、
井
戸
か
ら
計
乙
９
点
出
土

し
た
。

宮
の
東
外
濠
∝
り
｝召
か
ら
は
ｗ
Ｓ
点
出
土
し
た
。Ｑ
Ｂ
Ｊ
は

東
面
大
垣
ω
冫
｝ぶ
の
東
約
2
0
mを
南
か
ら
北
へ
流
れ
る
幅
約
６
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ｍ
の
素
掘
り
の
溝
で
あ
る
。
堆
積
層
は
大
き
く
三
層
に
分
け
ら
れ

る
。
上
・
中
層
は
土
器
と
多
量
の
瓦
を
含
み
、
木
簡
は
下
層
か
ら

木
片
と
共
に
出
土
し
た
。
∽
り
｝回

は
昭
和
4
3
年
に
奈
良
県
教
育

委
員
会
に
よ
っ
て
本
調
査
地
の
北
約
２
００
 
mの
所
で
検
出
さ
れ
、

木
簡
が
約
5
0点
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
当
研
究
所
で
も
昭
和
5
1
年

に
本
調
査
地
の
南
方
二
ヶ
所
で
検
出
し
て
お
り
、
木
簡
が
合
わ
せ

て
5
5点
出
土
し
た
。
今
回
出
土
の
木
簡
で
年
紀
を
も
つ
も
の
は
丙

申

２（
九
六
）
の
一
点
で
あ
る
が
、
大
宝
令
施
行
後
の
木
簡
も
含

ま
れ
る
こ
と
は
郡
名
記
職
の
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

内
濠
Ｓ
　Ｄ
 ２３０
０
か
ら
は
回
い
点
が
出
土
し
た
。
∽
口
器
呂
は
、

東
面
大
垣
ω
冫
｝Ｊ

の
西
約
1
2
m
の
所
を
南
か
ら
北
へ
流
れ
る
幅

約
2
.
4
mの
素
掘
り
の
溝
で
あ
る
。
堆
積
層
は
三
層
で
、
木
簡
は
下

層
か
ら
土
器
・
多
量
の
木
屑
な
ど
に
混
じ
っ
て
出
土
し
た
。
ま
た

発
掘
区
の
中
ほ
ど
で
溝
幅
が
拡
が
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
こ
の

溜
り
か
ら
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
出
土
木
簡
の
ほ
と
ん

ど
は
削
り
屑
で
あ
る
。

井
戸
Ｑ
ｍ
Ｓ
Ｓ
か
ら
は
9
6点
が
出
土
し
た
。
Ｓ
　Ｅ
２
３
１０
は
い
口

朏
呂
の
西
1
0
m
に
あ
る
径
約
1
.
5
m、
深
さ
約
0
.
9
mの
素
掘
り
の
井

戸
で
あ
る
。
井
戸
の
下
層
に
は
大
量
の
木
屑
が
一
括
し
て
投
棄
さ

れ
た
状
態
で
堆
積
し
て
お
り
、
木
簡
は
こ
の
木
屑
の
中
に
混
じ
っ

て
出
土
し
た
。
出
土
し
た
木
簡
は
す
べ
て
削
り
屑
で
、
年
紀
を
も

つ
も
の
は
慶
雲
三
年
の
一
例
で
あ
る
。

第
2
4次
調
査
出
土
の
木
簡
の
内
容
で
顕
著
な
も
の
と
し
て
は
。

（
伊
力）

「
官
奴
司
」
「
口
都
支
宮
奴
婢
」
「
橡
衣
」
な
ど
の
奴
婢
に
関
す

る
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
特
に
井
戸
と
内
濠
か

ら
出
土
し
た
も
の
に
目
立
っ
て
お
り
、
「
安
麻
呂
」
「
千
繩
」
と

い
う
奴
と
思
わ
れ
る
人
名
を
書
い
た
も
の
は
井
戸
と
内
濠
の
両
方

か
ら
出
土
し
て
い
る
。
外
濠
の
場
合
、
井
戸
や
内
濠
ほ
ど
顕
著
で

は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
「
官
奴
寮
」
「
婢
恵
美
女
」
な
ど
が
見
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
こ
の
近
く
に
官
奴
司
も
し
く
は
奴
婢
に

関
係
す
る
役
所
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
木
簡
の
形
態
分
類

｀
こ

↑型
式
　
短
冊
形
。

つ`
ぶ
型
式
　
短
冊
形
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

ふ
こ
こ

型

式

ふ
こ
ぼ

型
式

｀
つ
い
に
型
式

短
冊
形
と
推
定
で
き
る
も
の
。

小
型
矩
形
の
も
の
。

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も

の
。

ふっ
ご
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
左
右
に
切
り
こ
み
を

い
れ
た
も
の
。

-－ ２



ド 、ｌ

｀
つ
い
に
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み

を
い
れ
た
も
の
。

ふっ
い
Ｗ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み

を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

つ`
Ｗ
口
型
式
　
長
方
形
の
材
の
】端
の
左
右
に
切
り
こ
み

が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕

し
て
不
明
の
も
の
。
　
　
　

‘

ふっ
ご
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

｀
こ
い
口
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
が
尖
っ
て
他
端
の
形

態
が
不
明
の
も
の
。

つ`
ご
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も

の
。

つ`
Ｊ`
型
式
　
あ
る
種
の
用
途
を
も
つ
と
推
定
さ
れ
る
木

製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
で
、
そ
の
用
途

が
判
然
と
し
な
い
も
の
。

つ`∞
’型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判

明
し
な
い
も
の
。

つ`
｀
｝型
式
　
削
屑

μ ．｛

三
、
凡
例

以
下
、
出
土
遺
構
ご
と
に
本
文
を
掲
げ
る
。
各
遺
構
か
ら
出
土

し
た
木
簡
の
配
列
は
用
途
別
に
記
載
し
、
最
上
段
に
出
土
地
点

（
ア
ル
フ
ァ
ベ
。
卜
・
数
字
）
、
つ
ぎ
の
段
に
形
態
分
類
記
号

（
本
概
報
で
は
千
位
の
６
を
省
き
、
３
ケ
タ
で
表
わ
す
）
を
そ
れ

ぞ
れ
記
し
た
。
・
は
木
簡
の
表
裏
を
あ
ら
わ
し
、「
」
は
別
筆
を

示
す
。

－

－

－

－

－

－ ３



第

二
〇
次

調
査

６
Ａ
Ｘ
Ｆ
―
Ｓ
Ｄ
１９
０
１　Ａ

豎

翊・
モ
午
并
＋
4
冂
凵
匕
野

ム囗囗
Ｌ

卯

ツ
法
谷
師
前

小
僧
吾
自
啓
名
賎
尻
荳
蹣
止

豎

作
衢
末
手
ナ
ー８

’二衍
、野
皿
硝
取`

・

僧「
」肴
　
五
百
口

回

四
　
旦
浪
因
竹
野
評
口
口
Ｅ
札
貲
布
聚
口

髮
哨
　
　
凵

米
一
斗
六
廾
冂
凵

に二

謳
中
年
七
り
一日
　

口
口

・
日
仗
甘
鉈
連
口

豎

心
口
口
蓚
夊伴
マ
忌
寸
竺
苡
帥

1く 工

″
Ｊ
　
口
月
ナ
三
日

ｎ

回

鴨

評

口

公

吟
　

凵

竪

眷

人
口

辰

第
二
三
次
調
査

６
 Ａ
 Ｊ
工
―
Ｓ
Ｅ
２２７０

冒

哨

口

首

首

－ ４ －

｜

ｉ

ｊ

ｌ

１

１

１

１

ｊ

１

ｉ

ｉ

｜

ｉ

ｉ



第
二
四

次
調
査

６
Ａ
Ｘ
Ｂ
―
Ｓ
Ｄ
1
７
０

苟

四
　ロ
ロ
ロ
　
右
舎
人
糺
3
1宮
帳
内

野

哨
・
子
旧
号
而
恥
口

・
口
不
口
口
　
口

苛

市
陽
胡
丸
冂
凵
　
縟
息
美
七

賃

吻
・
廿
九
日
仝
屮

口

・
口
口

貿

四
　
又
一
表

１
１ －

Ｗ
ｍ
・
番
召
　
口
　
　
口

口
　
卞
六
口

男

哨
　
丙
申
年
口
月
卞
ｑ

賃
ｍ

右
衛
士
府
口
　
日

殍
ツ

下
番
火
頭
　
　
口
　
　
口

贈
Ｊ
聘
作
口
口
　
胃

ヤ
ロ

匹岬
匹
　
口
口
口
口
九
人
　

三
月
廿
七
日

（
刊
）

貿

ツ

薗

児
口

・
下
口
口
　
口
口
口
　

口
宮
口

５



ｇ
ｅ
　
下
道
乱
臣
吉
備
麻
呂

野

心
　位
下
少
志
口

‐

‐

‐

¶

・

！

”

詩

作
葛
本
マ
百
枝

賃
川

吉
備

迂

回
口
日
口
長
谷
マ
ロ
ロ

粁凋
峭
’口
口
口
口
に
吸
上
岨ｙ
口
口

僵

匯
陸
よ

£甲
唯

ル

貿

圃
　
田
マ
遽
加
口
口

頡
哨・
口
口
口
口
又
口
必
口
口
而
吏

・
口
口
知
山
口
口
口

詐
匹
　
田
罍
史
牛
耒
呂
冂

詐

匹
・
　
大
伴
走

・
口

贊

哨
・
御
宮
若
子
御
前
吼７
捏

・
末
口
口
口
命
荳
廁
自
知
何
故

防朗
朗
　
一
９
　
日
受
浅
専
口
連

碧

ツ

少
尉
痂
連

・
　
汾
瘧
ｙ
口
苳

口

｜

ｌ

｜

１

１

ｊ

ｉ

｜



苛
ツ
頂
蘆
ニ
サ

・
　
口
口
口

旨
田
口
雪
多
降
酌
茫
蔘

蒋

OI ?

七
尢
六
卞
三
　

六
す
’一

・
口
口
口
口
口

匚
　
　

口
囗
囗
゛

貸
ツ
官
奴
祭
人
参
丈
口
口
口
口

’
口
　
　
　
口
　
口
　
囗

貿
？

尾
治
陶
知
多
郡
贄
代
翌

・
丸
マ
刀
良
三
斗
三
年
九
月
廿
日

叩

ツ

老
佚
廁
小
行
ｔ
郡
手
巻
里
人
口

ロ

ー
斗
　
夊
根
四
把

苣

ツ

尽
麻
国
馮
寄
港
芯
里
ご
宍
怦
マ
碼
　
・

・
芯
麻
冂

6
　Ａ
 Ｘ
Ｂ
―

Ｓ
Ｄ
 ２
３
０
０

晢
四
ロ
　
　
ロ
マ

眄
七

可
調
糺
堅
白
　
　
　
　
脳
心
凵
章
絶
口
口
口

賃
Ｊ
口
豕
眠
塩
三
寸

詬
叩
肩
背

-



新

叩
　
御
民
冨

箭

四
　
夊
市
得
一ヵ
呂
　
卅
叨

器

作
　ロ
エ
叮
口

混

咄

屑
背

飴

｀
　
召
九
にへ

器

作

衢

荀
ｍ
　
眷
日
奴
堊
麻

瑟
四
　凵
年
廿
一

・

‐

’

－

薦
目

碑
一

瑟

心
肩
濺

瑟
四
　
年
卅
　
口
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